
市民憲章
わだくしEちは、 liJ慢111と手震沼巴万こまれ白黙と歴史!こは
ぐくまれE我孫子の市民です。
わEくしEちは、由重罰電文化認市在めざす市民としての誇
りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民事輩を定めますo

dくと様と主のに高いガいっぱいの 住みよいあびこにしま草
地jと停をきEえ生章生きと飽き伸びゆくあびこにしま菅
老人在大切にし子どもの事在宵て 幸せ在高びこにしま菅

ふるさとを重し文化在高め豊か起高ぴこにします

みん草で話しあいきまり在守り 明るいあびこ!こします

投
富吉
元号

日

ほ
お
刊
当
時
三
科
所
得
税
の
確
定
申
告
関
麟
は
お
早
め
に

が

二

千

が

不

自

由

で

あ

っ

た

り

、

文

字

今

月

か

ら

税

務

署

で

受

け

付

け

て

い

ま

す

を
書
け
な
い
万
は
.
投
票
所
内
係
員
十

申
し
出
れ
ば
、
代
理
で
投
票
用
紙
に
候
一
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
(
給
与
所
得
者
)
町
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
ま
車
調
整
で
掛
来
徴
収
税
制
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て

鴻
呂
町
氏
名
を
書
い
て
く
れ
ま
す
白
一
各
種
控
除
を
受
け
、
そ
の
年
の
所
得
税
の
納
税
が
完
了
し
ま
す
。
し
か
し
、
住
い
る
方
。

投
票
上
の
掛
衝
は
、
絶
対
に
守
ら
れ
↑
宅
取
得
控
除
、
医
帯
賛
控
除
、
雑
損
控
除
な
ど
は
年
末
調
整
で
控
除
で
き
ま
せ
@
特
定
的
寄
付
金
を
支
出
し
、
寄
付
金

ま
す
の
で
安
心
し
て
依
頼
す
る
こ
と
が
一
ん
の
で
、
確
定
申
告
に
よ
っ
て
授
除
さ
れ
、
漂
泉
徴
岨
さ
れ
た
所
揮
税
が
戻
っ
控
除
が
受
け
ら
れ
る
方
。

で
き
ま
す
D

一
て
き
ま
す
η

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
田
方
で
、
所
得
税
の
選
付
申
告
を
予
定
し
て
い
る
@
紹
初
日
出
年
分
の
年
末
爵
訟
を
す
る
探

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
方
に
は
、
有
一
方
は
、

1
月
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
に
、
生
命
保
段
、
田
氏
鑓
康
保
険
、
山
間

Z
T李
用
の
投
票
用
紙
を
用
意
し
一

1
j
i
l
-
-
1
l
i
l
i
-
-↓
住
民
票
の
￥
L
カ
必
要
で
す
)
、
ま
た
口
氏
年
金
、
扶
養
な
ど
の
技
除
を
申
告
も

て

あ

り

ま

す

の

で

申

し

出

て

く

だ

さ

い

。

竺

住

宅

取

得

謹

除

丁

重

号

、

家

屋

町

取

得

価

俗

化

民

防

[
j
i
l
l

司

引

叶

副

|

序

一

「

I

l

i

-

-

を
明
り
か
に
す
る
言
(
建
売
り
の
場
一
還
付
金
の
受
け
取
り
方
法
J

一
4
3
3

《

F

一
新
築
、
中
古
住
宅
の
取
得
が
、
そ
合
、
業
者
か
り
の
誠
一
段
対
価
証
明
書
)
パ
Z
4
1
〈

a
1
3
l
:
ごく

室
内
閣
官
、
先
に
市
長
選
挙
、
一
れ
ぞ
れ
、
止
の
言
語
当
す
る
場
長
融
機
関
か
ら
の
俄
還
金
等
証
明
書
、
間
割
引
制
創
刊
剖
川
取
る

止
に
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
向
縞
に
行
て
日
は
定
版
1
万
7
T門
的
肢
体
怖
い
か
受
河
内
乱
徴
収
票
。
ト
刀
法
か
あ
り
ま
す
わ
句
か
じ
め
、
松

い

ま

す

@

一

け

ら

れ

ま

す

ω
1
1
1
1
1
1
1
1
1
|
|」
込
先
銀
行
の
名
称
、
削
主
刊
凶
、
日

護

軍

の

案

内

一

事

ま

場

合

一

握

諜

費

強

除

一

座

番

号

、

ま

た

は

最

寄

り

の

話

宮

①
投
票
技
量
を
提
示
し
、
到
着
番
一
①
左
足
早
面
的
高
平
お
い
い
以
「

l
i
l
-
1
1
1
1
-
-
L
A
N
r
h
H
M同
い
|
)

候
補
者
氏
名
は
ハ
ツ
キ
リ
と
号
と
選
挙
人
名
簿
と
の
対
照
皇
け
一
上
1

6

5

E
，

以

下

主

主

主

主

病

気

や

け

が

な

恥

配

引

川

副

引

川

U
J

量

臼

に

は

、

童

話

の

記

載

台

る

。

一

②

取

得

後

6
か
月
以
内
に
入
肘
し
、
ど
で
語
貨
を
支
払
っ
た
場
合
、
そ
の

f
|日
M
H
F
¥

に
、
市
長
選
挙
、
市
議
会
議
員
補
欠
選
②
投
票
整
理
券
を
提
示
し
て
市
長
選
一
段
徐
を
受
け
る
年
同

U
H耳
目
ま
で
村
山
が
通
常
5
万
円
を
担
え
た
と
き
、
そ
@
添
付
書
矧
を
確
認
し
、
印
鑑
を
必
す

ま
候
補
者
同
氏
名
が
そ
れ
ぞ
れ
掲
示
主
投
票
用
紙
(
白
色
町
用
紙
に
祭
一
引
き
続
い
て
産
し
て
い
る
こ
と
“
の
越
え
た
金
舗
を
所
得
か
り
差
し
引
く
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
土
曜
耳
語

さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
よ
く
礎
的
て
ハ
字
の
印
樹
)
を
受
け
と
る
。
一
③
控
除
を
受
け
る
年
目
所
得
カ
8

こ
と
が
で
き
ま
す
ο

医
帯
型
に
は
、
医
し
ま
す
。
で
き
れ
ば
千
日
向
午
後
に
、

ソ
キ
リ
と
書
い
て
く
だ
さ
い
ο

③
投
栗
記
載
所
で
、
市
長
選
挙
候
補
一

0
0
万
円
以
下
師
寺
に
支
払
っ
た
治
寄
託
や
入
院
質
的
@
あ
ら
か
じ
め
申
告
書
の
用
紙
を
手
配

さ

れ

て

い

る

方

で

す

。

司

叶

刊

引

引

川

川

叶

パ

パ

者

一

人

同

氏

名

を

ハ

ソ

キ

ー

と

投

国

π

一
一
世
中
古
住
宅
の
場
合
(
新
築
の
場
ム
日
ほ
か
に
医
薬
品
の
鱗
入
代
、
護
費
等
し
、
住
所
氏
名
等
記
入
で
き
る
一
附
は

一
京
在
者
投
票
の
で
き
る
方

j

l

，

一

〉

}

な
お
、
昭
和
幻
年
M
M
月
山
日
以
降
市
一
コ
司
司
一
主
Z
6
d
i
l
-
-
一f
4
コ
用
紙
の
所
定
掃
に
書
い
て
投
票
箱
に
一
グ
①
t
h
③

に

付

け

加

え

て

)

も

含

ま

れ

ま

す

。

な

る

べ

く

多

く

記

入

し

て

お

い

て

く

だ

市

長

選

挙

且

び

市

議

会

議

員

補

欠

選

内

転

居

履

け

を

し

た

方

は

、

前

住

所

地

投

票

日

に

は

投

京

区

内

区

域

外

で

仕

入

れ

る

。

一

④

取

得

的

日

以

前

に
1
年
以
上
借
※
添
付
書
類
医
療
品
目
的
領
収
証
等
、
さ
い
c

ま
た
、
申
告
書
の
提
出
は
、
山
田

幸
で
投
票
の
で
き
る
万
は
、
昭
和
四
年
内
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
事

b
fる
予
定
的
方
、
婚
礼
、
病
人
的
④
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
投
禁
用
一
家
な
ど
に
肘
住
(
日
時
、
主
払
先
金
制
主
と
を
特2
理

力

2η
上
旬
ま
で
に
泊
ま
せ
て
く
だ
さ

1
月
間
日
ま
で
に
出
生
し
た
万
で
、
昭
ま
た
、
昭
和
田
年
1
月
泊
日
ま
で
に
看
護
な
ど
、
や
む
キ
」
得
な
い
用
務
で
市
紙
(
説
色
町
用
紙
に
黒
字
の
印
刷
)
一
③
売
主
が
売
る
前
に
引
き
続
き
3

し
た
も
の
が
あ
る
と
便
利
で
す
)
、
地
ぃ
。
碓
定
申
告
時
期

(
2
月
刊
行
1
1
3

和
幻
年
間
月
H
Rま
で

に

転

入

届

け

を

市

外

へ

転

出

さ

れ

た

方

は

、

投

票

で

き

外

に

滞

在

中

の

方

、

病

気

、

出

産

で

入

を

受

け

と

る

。

一

年

以

上

所

有

し

、

か

っ

葉

山

内

日

以

来

徴

収

薬

丹

羽

1
k
kいい
μ凶
陥
れ
ほ
印
。

L

引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
ま
せ
ん
。

J
Eの
方

不

喜

室

内

で

き

る

⑤

投

票

記

載

所

で

市

議

会

議

長

一

前

2
2
1いた
も

の

つ

軒

町

出

町

宮

め

の

豊

田

去

の

還

付

一

申

書

等

に

入

院

し

て

い

る

H
は

、

欠

選

挙

候

補

者

一

人

の

氏

名

を

ハ

ソ

一

⑥

望

以

内

に

新

築

さ

れ

た

も

の

一

雑

損

控

除

一

同

は

は

ほ

ほ

け

¥

一
止
の
期
間
不
在
昌
投
票
が
で
き
ま
す
。
す
と
投
禁
用
紙
の
所
定
問
問
に
書
い
一
⑦
量
的

1
2日
当
り
の
閏
定

r
i
l
l
-
-
I
l
l
i
-
-し
所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
市
め
に

一
V
期
間

1
月
日
日
i
1
月

幻

臼

て

投

票

箱

に

入

れ

る

。

一

資

産

税

品

価

制

が

7
万
7
τ
円
以
下
災
害
あ
る
い
は
火
災
、
議
難
な
ど
で
お
痛
い
し
ま
す
a

申
告
書
の
提
出
は
拍

子

時

間

午

前

8
時
四
分
1
午
後
5
時

つ

け

汁

J
J
1
1
1
1
l
一
た
だ
し
、
再
開
財
産
の
頁
換
え
多
額
四
読
書
を
受
け
た
場
合
、
実
績
害
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私
達
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
身
近
な
市
長
選
挙
と
、
市
議
会
議

員
繍
欠
選
挙
の
投
薬
日
が
近
づ
き
ま
し
た
ロ

1
月
幻
自
の
投
薬
日
に
は
、
み
な
さ
ん
の
貴
重
な
一
票
を
無
駄

に
す
る
こ
と
な
く
、
各
候
補
者
の
考
え
や
政
策
を
よ
く
聞
い
て
、

あ
な
た
の
正
し
い
判
断
で
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投

票

の

で

き

る

方

」

3

付
け
キ
」
す
る
)
午
業
(
見
込
)
証
明

Z
E

書
一
通
と
成
級
証
明
書
一
通
を
添
付

H
H

身

4

し
て
く
だ
さ
い
。

，

諜

注

意

受

験

申

込

書

と

受

験

票

は

我
孫
子
市
で
は
、
身
体
蕗
害
者
震
は
、
受
験
申
込
用
紙
一
部
(
受
験
楽
町
田
り
総
き
主
い
こ
と

用
促
進
法
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
身
体
部
分
を
含
む
)
に
所
要
事
項
を
自
分
で
金
験
申
込
時
に
身
体
障
害
者
千
帖

障
害
者
向
雇
用
の
促
進
を
凶
る
た
め
、
記
入
し
、
本
人
的
写
真
(
ラ
イ
カ
版
)
を
持
参
す
る
こ
と
。

身
体
惇
害
者
を
対
象
に
、
止
の
と
お
二
葉
(
上
半
身
揺
帽
で
絞
近
六
ヶ
月
以
V
問
い
合
わ
せ
市
総
務
部
人
事
課

り

募

集

い

た

し

ま

す

。

内

に

撮

影

し

た

も

の

を

、

受

験

申

込

書

官

(

師

)
1
1
1
1

V
受
験
資
格
的
自
力
に
よ
り
通
勤
お
よ
び
受
験
票
の
所
定
的
依
置
に
の
り

が
で
き
、
か
っ
、
介
護
者
な
し
に
職

務
逆
行
が
可
能
な
人

ω身
体
障
害

者
手
絞
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

wv
受
付
期
間
日
曜
日
お
よ
び
、
抗

出
日
を
除
き
1
月
打
日
叩
か
り
1
け

お
日
山
ま
で
の
午
前
9
時
か
ら
午
訟

4
時
ま
で
(
土
凶
日
は
正
午
ま
で
)

Z

V
受
験
苧
続
受
験
申
込
用
棋
は
人

事
諜
で
交
付
し
ま
す
。
受
験
希
望
者

融

制

種

別

資

絡

人築

計 2名(性別は問わをい)1 聖
l a定

昭和58年 2I1 4 8 (金) 1喝容
午前9時30分から | 苦
市総高部人事課崎将日間11務蒔

前1 接 |喜量

ヂ4守主主|種
昭
和
幻
年
4
月

2
日
か
ら

間
唱
和
叫
年
4
月

1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
学
墜
を
関
わ

L

、。

も
L

昭
和
忽
年
4
月

2
日
か
ら

昭
和
叫
年
4
月

1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
で
専
門
課
程
件

了
又
は
許
了
見
込
み
の
人
」



ま
た
4
Hけ
I
U
H
に
問
問
し
絞
殺
に

4
H円
S
U
H
か
ら
7
H円
M
n
u
A
M
凶
則
合
一
時
‘
本
人
が
蕊
て
体
甘
え
払
い

か
か
る
と
す
る
在
、
耐
幻
と
も
4
0
0

ま
で
人
併
出
し
た
込
合
は
、

4
月
5
日
か
を
し
、
後
で
お
じ
読
求
す
る

F
E一
で
払

m
門
ず
つ
を
主
寄
っ
斗
と
に
な
り
ま
す
む

h
G
H月
4
n
n
ま
で
の
続
出
向
に
つ
い
て
、
い
一
一
院
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

な
お
、
ひ
と
月
的
関
に
、
持
が
惑
い

1
B
3
0
0
m円
か
員
山
刊
し
ま
す

ο

m
緊
急
に
診
療
ま
た
は
予
惑
を
受
け
な

と
市
内
科
的
病
院
に
か
か
り
、
さ
ら
に
限
一
方
、
初
設
に
な
る
蔀
か
句
入
践
し
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
、
波
く
に
同
町
制

の
治
離
の
た
め
に
線
科
の
病
院
に
か
か
て
い
て
、
人
肝
問
中
に
義
人
保
持
時
に
叫
り
険
医
鞭
機
関
な
ど
が
無
い
な
ど
め
弾
白
州

っ
た
と
き
に
は
病
院
、
総
伴
所
が
変
祭
わ
っ
た
人
は
、
明
り
終
っ
た
時
2
H

で
で
保
険
再
燃
機
出
向
開
問
以
外
約
機
仲
間
の
訟
線
側

わ
る
ご
と
に
1
か
月
4
0
0
悶
を
支
払
2
か
月
(
終
問
問
な
ν乙
的
役
仔
険
者
本
人
所
で
は
問
機
を
つ
け
た
と
き
“
酬

い

ま

宇

品

は

mm
時
V
N
M
K
入
山
地
し
て
い
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ザボーイスカウト子宝襲撃翼連続幾重喜

勉際協滋重量殺必らお等総公襲撃とト

ーデムボーJし?主義だ議鐙さn悲した。
924博幸塁塁王子レピ r愛lii絞殺毛筆毅うJ

チャリティー幾重霊会銀ぶりねた重き

ち義人o疋め!とと Zとこすれ務lt

マットj 守言語tJ言書綴されZましだ。

曹主主E軍事n5殴るい主士会づくり縫若草

雪量良重霊祭絞ら磁?誌の定め!とと575

F号の綴{寸だおりました。

軍事莞E皇子中貌僚主主議会七主主総諮

問にと 1lIl来事事主主5ちi波数主主5

号1:1器寄付され診しと。

帯級事霊祭署我孫手幹意事事長土担所隊だ

ら綴字誌のだ夜)1とと559併司(j)務付汀

;あiうましだ。

帯国鉄軍記事長害保線交区篠う渇?tl

0)1三/1)[:とラ5951lIlG日護軍iすだあ

り殺しと。

響喜星野E露盟主rreの量書記菌霞J 唱をひら
く会慾から往議後数癒重量警護衛塞主主

へ2752992ぬめ鐙1¥1i'まみぞうまいi任。

帯<P~握手洪重量緩から機秘￠ためと

じ機おまま絞め1&革主主義1ら匁7併1JGち

護寄付ガありましな。

帯綴まま豪語飽我喜離さ子霊童書事軍事費告所縁怒

ら磁秘め主主喜む1こと務長?りすイヴル

キゃうパン<DU交室主主をの 言語二

uOlIlO)怒i立があり詳し絞α

等主尭織 rあづ言まJ 僚ガおも翠認め1之

さち!こと5289fIlO湾雪(~ガあり草したα

申 f書提湾獄死なすJ 総孫子F路上綾

重軽行委絡会線より本工会教官警護撃授E害

事室ライフラ1)…へおミ勺綴~r古く

うんはおやハート I~ じり室主要雪よ

とJl議設のなめとと3!S885Ofち〈主主室

1百力あるう詳し疋。

瞳整型男糠f諜糠鱗五
紗纂童轟 1モ3(35奇襲IlIc表事考資箔
透、 事霊験苦言字転E譲〉

険去最f甘 1 日(不〉キ奇心10害者tJ

b午後2ff司法で

炉問い合わせ

器852お5

'83豪兵著書家自主/て←ディを関そち浅草。

炉臼草寺 1月168C三ヨ〉午後2時

砂電話新 帝政至宝緩内レストラン

惨霊聖書聖 3以

重量…士空宇野筑波fIJ)

t.罪事い言語わせ ま発w宮822620 

噛亙自彊謹
曹w本薬草聖書草?まく芝選Jtち〉力、ら返
す止め主主総iとと7963悶の星雲{ざがあり
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あ びこ
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惨臼普事・費量話時 1F者23EミくEヨ)午喜色

告書岸君主義え入主言葉豪華lj)あ渓言語室室

t.鍔い苦言わtさ につはん0)ゆ在意設
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